
二

次
条
に
規
定
す
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

二

次
条
に
掲
げ
る
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
（
現
に
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

三

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
猟
銃
等

射
撃
指
導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

三

申
請
人
を
監
督
す
る
こ
と
と
な
る
法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
射
撃
指

導
員
の
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
の
申
請
）

（
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
の
申
請
）

第
七
十
八
条

第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と

あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
六
十
六
号
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
書
換
申
請
書
」
と
、「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業

場
の
所
在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
申
請
人
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第

四
号
（
空
気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
あ

る
の
は
「
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
八
条

第
三
十
二
条
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
四
号
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
許
可
証
書
換
申
請
書
」
と
あ
る
の

は
「
別
記
様
式
第
六
十
六
号
の
年
少
射
撃
資
格
認
定
証
書
換
申
請
書
」
と
、「
住
所
地
又
は
法
人
の
事
業
場
の
所

在
地
」
と
あ
る
の
は
「
住
所
地
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
申
請
人
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
四
号（
空

気
拳
銃
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
で
都
道
府
県
公
安
委
員
会
」と
あ
る
の
は「
都

道
府
県
公
安
委
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
様
式
）

第
八
十
二
条
の
二

法
第
九
条
の
十
六
第
一
項
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
は
、
別
記
様
式
第
六
十
九
号
の

二
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
又
は
再
交
付
の
申
請
）

第
八
十
二
条
の
三

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条

の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

２

第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
九
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
）

第
八
十
二
条
の
四

法
第
十
条
第
二
項
第
二
号
の
二
の
危
害
予
防
上
必
要
な
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
し
て

内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
措
置
の
い

ず
れ
も
が
執
ら
れ
て
い
る
場
所
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
銃
砲
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

（
銃
砲
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
八
十
三
条

銃
砲
の
保
管
に
係
る
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
管
に
係
る
銃
砲
が
猟
銃
及
び
空
気
銃
以
外
の
銃
砲
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

種
類
及
び
許
可
の
用
途
に
応
じ
適
切
な
設
備
及
び
方
法
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
三
条

法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。た
だ
し
、

保
管
に
係
る
銃
砲
が
猟
銃
及
び
空
気
銃
以
外
の
銃
砲
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
種
類
及
び
許
可
の
用
途

に
応
じ
適
切
な
設
備
及
び
方
法
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

（
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
八
十
三
条
の
二

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
保
管
に
係
る
法
第
十
条
の
四
第
二
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

保
管
の
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
容
易
に
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ

管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ

容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

二

保
管
の
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ

ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
前
号
の
保
管
の
設
備
に
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

ロ

前
号
の
保
管
の
設
備
を
常
に
点
検
し
、
同
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
す
る
こ
と
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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